
改築工事のため取り壊される有終会館

第23?回6月定例会
審議 日程

15日 本会議(会期の決定、

12議案を可決・同意
議案上程、提案
理由の説明)

16日休会
17日 本会議(一般質問)
18日休会

市会案2件も可決 I ~~日休 会
20日 本会議(一般質問、追

加議案の上程・
第237固定例市議会は 6月15日招集され、会期を24 採決、各案件委

日までの10日間と定め理事者から提出された議案12件 員会付託)
21日 委員会(建設・産業経

について審議しました。その結果「昭和63年度大野市 済)

一般会計補正予算案Ji大野市ふるさと自然の家設置条
22日 委員会(教育民生 ・総

務)

例案Ji固定資産評価審査委員会委員の選任について」 23日休会

など全議案を可決・同意しました。また、議員提案に
24日 本会議(各委員長報告

質疑・討論・採

よる「国の昭和64年度予算概算要求に関する意見書の 決、人事案件・

提出について」など2件も可決。市民の皆さんから出
市会案上程、採
決)

された請願・陳情は別掲のとおり決めました。



市政をきく

一般質問から

市政を語るサミッ卜会議

について

岡 市内には経済人・文化人をは

じめ、各種の方面で豊富な知識と

経験豊かな人が多い。

これらの有識者によるサミット

会議を設けて、市政を語ってもらっ

たり、貴重な意見を出してもらっ

て複雑・多様化する市政に反映し

てはどうか。

答市政進展のために市内だけで

なく、各界・各層の市民や学識経

験者などから意見を聞き、議会と

も相談しながら取り組んでいる。

具体的には毎年各地区で開催し

ている「市長と語る会」の外、各

種審議会や各種団体長との懇談会
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十
十 十
九
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号 下Eコ7 号

等も行っている。

さらに、 21世紀に向けて一層の

飛躍を期するため、昨年7月 121

世紀の大野を考える会」を設置し、

私も直接参加して意見を聴いてい

る。このようなことで十分対応で

きていると思うが、提案のあった

構想についてもよく検討したい。

リゾー卜計画について

問早ければ来春にも県が六呂師

で「自然保護センター」を整備す

る計画であるが、今後の六呂師高

原のリゾート計画と大手企業の対

応について伺いたい。

銀杏峰周辺の開発は、市街地か

ら距離が離れすぎていると思うが、

第 第

主事事案苧十手十一 一
十十
五 四 四 ニ 八 七
号 号 号号号号

第

十
ムノ、
号

計画性はあるのか。

市街地のリゾート計画について

も伺いたい。

答 リゾート地域の整備計画につ

いて民間大手と接触を重ねたとこ

ろ、三、四社が深い関心を示して

いるが、何分にも膨大な事業費を

要するため、各社とも内部検討に

相当の日時を要している。

六百師高原の整備計画について

はスキーゾーンの拡充整備をはじ

め、別荘用地・タウンハウス用地

および、高原ホテlレやセンターハ

ウスなどを含めた高原ピレッジゾー

ン、あるいは温泉の湧出を期待し

ているスーパーガーデンゾーン、

その外ゴルフゾーン、体験牧場ゾー

ンなどであるが、今後大手デベロ

ッパーの参画によって計画の変更

もありうる。

銀杏峰周辺の整備については、

同じクラスターの中での同時扱い

をして、同時計画・同時進行にし

たい。

市街地整備計画については、現

在、市街地整備策定委員会で検/
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されたが、またしても米の過剰基

調が見込まれてきた。

このため、 3回目の過剰米の処

理は絶対に避けなければならない

ということから、昨年12月に 「米

の需給均衡化緊急対策」が発表さ

れた。

当市の配分は他用途利用米を含

め 423トンと大変厳しいが、食管

制度を堅持するためにも農業者各

位の協力が必要である。

このため、当市では米の消費拡

大計画を進めながら集団転作を強

力に進めている。一方、低コスト

を目指して農用地の利用増、農業

経営の規模拡大、中核農家の育成

に努力している。

米消費拡大に関しては、農協が

計画して各集落の協力を得て行っ

ていることであるが、市としては

今後、新しい事業の取り組みには

万全を期したい。

自然保護センタ一等が設置される六呂師高原神明山

の決意を伺

いたい。

答 2月17

日に議長と

ともに県知

事に総合病

院の誘致陳

情をした。

その結果

3月25日の

県医療審議

会の答申で

は「大野市

においては

現在、病院

の誘致につ

いて検討されているので、関係者

の協議が整った段階で速やかに病

床数の改定を行う」という特別条

項が付されている。

これは大野市民の要望が反映さ

れたものと高く評価している。

現在、民間の 2病院の進出計画

と公的施設である済生会病院の移

転の話があるが、今後議会の特別

委員会をはじめ、市医師会・地域

医療協議会、その他関係者と精力

的に協議を重ねて、早急に結論を

出して県に陳情したい。

、討中であり、本年度で完了の予

定である。六開通りの延長や亀山

周辺整備についても提案されてい

るので、関係機関と調整を図りな

がら実現させたい。

総合病院について

問 今春、市区長会から二万七千

余名の署名を添えて総合病院の誘

致についての要望があった。その

後、民間病院で「医誠会j と「厚

生病院」の進出希望があると聞い

ている。

特に医誠会は県に許可申請を出

しているとのととであるが、市と

してこれらの運営内容等を検討し

たことがあるのか。

また、 5月26日の新聞に「済生

会病院」の移転新築計画が具体化

されてきた中で、当市の要望を受

けて分院を設置する構想が煮詰まっ

たように報道されていた。今後、

民間・公的を問わず市民の願望に

こたえるため、誘致実現について

永年勤続表彰
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農業問題について

問 当市の基幹産業である農業は

それ自体の経営が採算的に合わず、

ほとんどが兼業化を進めることに

よって生計を営んでいるという実

状である。

しかも、この農業を破壊しよう

とするような現在の農政の下で、

農民はさまざまな困難と矛盾を抱

いている。

先日も当市で不幸な事態が発生

したが、貧困な農政に対しての取

り組みについて伺いたい。

答 53年度から一昨年まで9年間、

水田利用再編対策が続けられ、昨

年から水田農業確立対策が打ち出
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大高の移転について

岡市長は今年2月に地元県議と

ともに、県知事をはじめ副知事・

教育長に大高移転について要望し、

64年着工、 66年開校を正式に発表

している。

建設位置は大野市が決定し、さ

らにその用地は市が買収するかの

ように聞いているが、県立高校で

あるので県が全額負担すべきでは

ないのか。

まだ建設位置も決まってないが、

64年に着工できるのか。

移転反対に対してはどのように

コンセンサスを得るのか。 敷地が狭い大野高校

答一部の市民の間に市街地整備 煮詰めていくことになるが、当市 定委員会規定によって指名委員会

のための移転でないのかという声 の財政負担にならないように対応 が構成されており、大野市建設工

があるが、そうではない。

現在、奥越4高等学校の学区制

の見直しが進められており、さら

には、新しい科目の設定等も浮上

してきている。

これらの点から考えると、大高

はもっと広い場所で伸び伸びと教

育ができることが望ましいと思う。

新しい時代の要請にこたえて、

行き届いた教育を受けられるよう

にするのが、われわれに課せられ

た課題である。

用地については3個所から要請

があるが、助役を本部長にした対

策本部を設けて鋭意協議を重ねて

いる。

これから県の意向を聞きながら

第236回 5月臨時会

したい。

用地取得については農振地域の

除外やその他の問題があり、かな

りの時間を要するので、 64年度着

工、 66年度開校はむずかしいかも

しれない。

工事入札選考委員会の

運営について

問工事入札に当たっては、総務

課長をトッ プにした指名委員会を

設けて検討し、最終的に市長が指

名するということであるが、特定

業者への片寄りや市長の介入など

はないか。

答大野市建設工事等指名業者選

請負契約など 3件を可決・承認

去る5月12日、第郷回臨時市

議会が聞かれ、理事者から提出さ

れた「大野市民会館改修工事請負

契約についてJ専決処分の承認を

求めることについて(市税賦課徴

収条例の一部改正)Ji専決処分の

承認を求めることについて(国保

条例の一部改正)Jの3件を審議

した結果、いずれも原案どおり可

決・承認しました。

( 4 ) 

事入札参加者選定要領に基づいて

厳正な入札執行に努めている。

指名委員会は設計額、見積価格

が1∞万円以上を審査対象とし、

8名の委員が独自性と十分な権威

を保持しながら慎重に審査に当たっ

ている。

物品購入の場合の課長専決は10

万円までになっており、厳正な調

査を行って購入しているO

議員と市政発展計画の

協議について

岡市政発展計画は議会の議決を

得た基本構想、を基本に実施される

ものであるが、絶えず実績を検討

しながらよ り正しい方向に進める

ことが必要である。

これまでの改訂状況をみると、

市長限りで策定した経緯があるが、

国や県の施策と連携を密にしなが

ら、議会側とも十分協議すべきで

あると思うが、どうか。

答議会は行政に対する議決機関

であり、監視機関でもある。指摘の

ように研究・協議のために議会か

ら要請があればいつでも応じたい。



( 学校建築同て l 
問 六百師小学校の敷地は高低差

の関係で、校舎と校庭の二段にな

ると聞いていたが、造成工事がほ

ぼ完成した状態をみると三段になっ

ているのではないか。

また六日師高原は一大リゾート

計画地に予定されているので、通

常の校舎とは異なる、リゾート地

にふさわしい校舎にしてはどうか。

答現在は建物・進入路・屋外運

動場の三段階で造成しているが、

今後道路舗装や建物の整地、前庭

等の環境整備工事を行うと、建物
造成がほぼ完成した六呂師小学校の敷地

敷地と進入路の段差はなくなり、 .. 孟冒l 住民の要望にこた しくない点があるので、今後の改

最終的には上段は校庭と体育館、 . ~tム えきれない状況で 築の時期には利用しやすいように

保育所になる。 可~r ある。今後、既設 市街地の中心的な場所を選んで建

校舎については当初、リゾート 、fr の建物に公民館的 設したい。

整備計画区域でもあるので、若干 必瓦ï~ なものを張り付け

検討したが、教育上質実剛健の気 明 るのか。あるいは |人 11事 11案 11件|
風が大切であるという考え方から、 建物を充実させるつもりなのか。 一一一一一一一一

校舎や付随の建物を大きくするこ 答 1小学校下に l公民館という 固定資産評価審査委員会委員の選

とにした。 ことになると、区長会・婦人会・ 任に同意

その方が、六日師に多くの人が 体育協会などすべての割り直しを

訪れて学校開放をしなければなら しなければならないが、これはき 野村重一郎氏 (45歳)

ない場合でもメ，リッ卜が大きいと わめて困難なため、 1地区 1公民 (日吉町10番 1号)

思う。 館という考え方をしている。
てん

[ 公民館 山Lて

この補填として56年度から昨年 人権擁護委員候補者の推薦に同意

度まで、おおむね市街地を対象に

市立集会所を14個所設置しており、 明石種子氏 (63歳)

地域活動の拠点として地域づくり (中津川第31号13番地 1) 

問市長は前議会でも市街地の南 と人づくりに寄与している。

部公民館は建てないと述べている 大野公民館の現在地は西の方へ

が、現在、市街地には大野公民館 片寄りすぎているし、建物もかな

しかないため利用度が非常に高く、 り古くなっており、内容もふさわ

第238回 7月臨時会

請負契約 2件 を可決

去る 7月7日、第238回臨時 学校校舎、屋内体育館改築工事

市議会が聞かれ、 「大野市小山 (建築工事)請負契約について」

小学校屋内体育館改築工事請負 の2件を審議した結果、いずれ

契約についてJi大野市六日師小 も原案どおり可決しました。

( 5 ) 

6月30日で任期満了となる農業

委員会委員のうち、学識経験者と

して議会が推薦する委員に、次の

5氏を推薦しました。

田中新一郎氏 (64歳美里 町)

谷口彰三氏 (53歳犬山)

高橋 誠 一 氏 (63歳下据)

松本 一男氏 (59歳土布 子)

林 信治氏 (57歳西勝原)



-建設委員会

①河川改修について

最近の河川改修状態をみると維

持管理面のみを重視して、三面張

り工法を採用している。そのため

川水の地下浸透は皆無に等しい状

態である。

ほ場整備や河川改良工事は県施

行も多いが、当市の名水や地下水

を守るために帯工を取り入れるな

ど、技術面・工法面で十分協議す

べきであるとの指摘があった。

・教育民生委員会

①保健行政について

市民が最も望む形の総合病院の

建設に向けて、慎重かっ積極的に

検討し、万全の対策を講ずるとと

もに、時期を失してせっかくの話

が水泡に帰すことのないようにす

べきであるとの強い意見が述べら

れた。

・総務委員会

① OA機器の管理方式について

事務の執行上、機器の導入の必

要性は十分理解できるが、その利

用度や稼働率からみると無駄があ

るように見受けられる。集中管理

方式による有効的な活用や、全面

的委託方式による経費の節減等に

ついて、今後の課題として検討す

べきであるとの意見が述べられた。

②大高移転について ぼう

大高移転による市街地の変貌を

十分考慮し、各施設の整合性を図

りながら遅滞なく作業を進め、 9

月定例会までにははっきりすべき

であるとの意見が述べられた。
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号

咽

i願請

提出者

側旭電業社代表取締役

築川満外4名

結果

採 択

河川の改修、増設、延| 中荒井 1丁目区長請願2号 I.~，..--_-'_. -~.-

長について | 室谷義夫外5名

富嶋区内道の整備につ |富嶋区長請願3号 IJ:II:I "~":;""';"'I .J，.o.r;;:.V./...Lt:.rml- -- I 
いて | 米村厳外10名

春日三丁目中区地籍通|春日 3丁目中区区長
請願4号 I，Q '-n~ __， .~，_ _ I 

|過水路の改修について| 田中俊雄外6名

|福井県立大野高等学校|新圧区長
陳情10号~~:_ ---• ---._-I 

l の移転について | 永田正元外24名

採択

採択

採択

継続審査
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犬山区生活改善センター

建設資金補助について
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者
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一

大
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号

号
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情

情

情

陳

陳

陳

請願15号
蕨生小学校新校舎建設

について

陳情28号
蕨生小学校の校舎改築

について

福井県立大野高等学校
陳情 1号|

の移転について

陳情4号
し尿汲取り料金改正に

ついて

上庄公民館の改築につ
陳情5号

いて

犬山区長

谷口治衛外26名

(社)大野青年会議所

理事長稲山幹夫

北大野区長

角本守外12名

中島生産森林組合長

角平利夫外6名

福井県喫茶業環境衛生

同業組合

大 野 支 部 長 清 水 了

福井県労働組合評議会

議長石田等外1名

蕨生小学校校舎建設促

進協議会会長

帰山甚治外5名

蕨生小学校校舎現在地

建設同志会

代表松田広外60名

中保区長

長谷川久外22名

あかね衛生社

貝川兼男外5名

上圧をよくするつどい

会長広田豊外13名

採

採 択

採 択

採 択

採 択

継続審査

取り下げ

取り下げ

継続審査

採択

継続審査

日本たばこ産業株式会社

陳情7号|福井支社富田葉たばこ取

扱所跡地払下げについて

名称・形式を問わず大

陳情8号|型間接税の導入に反対

する陳情書

下麻生島区長

竹田強外8名

大型間接税反対福井県

連絡会

代表大崎栄太外26名

継続審査

継続審査

( 6 ) 


